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防災計画

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
骨
子
は

災
害
弱
者
の
避
難
対
策
な
ど
整
備

小林　隆議員

農林対策

松
く
い
虫
の
防
止
対
策
は

県
と
連
携
し
予
防
に
全
力
を
つ
く
す

質
問

近
年
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ

る
と
同
時
に
、
森
林
の
果
た
す

役
割
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
つ

い
て
は
、
次
の
点
を
問
う
。

①
岩
手
県
の
松
く
い
虫
の
被
害

と
今
後
の
防
止
対
策
は
。

②
台
風
十
五
号
、
十
六
号
の
被

害
状
況
は
。

沼
崎
町
長

①
平
成
十
五
年
度
の
被
害
地
域

は
、
七
市
十
三
町
三
村
で
南

か
ら
被
害
が
広
が
っ
て
お
り

内
陸
部
で
は
紫
波
町
ま
で
、

沿
岸
部
で
は
大
船
渡
市
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

県
の
防
止
対
策
は
、
防
除

推
進
員
、
防
除
監
視
員
を
置

き
各
種
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。
本
町
で
は
被
害
が
出
て

い
な
い
が
、
振
興
局
林
務
部

と
連
携
し
て
雪
害
に
よ
る
松

の
枯
損
木
処
理
及
び
間
伐
促

進
を
図
り
、
誘
引
器
を
増
や

し
予
防
対
策
に
当
た
っ
て
い
る
。

②
農
業
関
係
の
被
害
は
、
台
風

十
五
号
で
は
、
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
ビ
ニ
ー
ル
被
害
な
ど
で

七
十
七
万
円
、
農
作
物
の
被

害
は
三
百
十
万
円
。
台
風
十

六
号
の
被
害
に
つ
い
て
は
、

り
ん
ご
の
落
果
な
ど
で
四
十

六
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

林
業
関
係
は
林
道
で
一
部

倒
木
が
あ
っ
た
が
、
大
き
な

被
害
は
な
い
。

質
問

地
域
防
災
計
画
の
総

合
的
な
見
直
し
の
骨
子
は
。

沼
崎
町
長

地
域
防
災
計
画

は
、
諸
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ

な
が
ら
、
随
時
、
点
検
・
整
備

し
て
き
た
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
四
月
に

「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺

海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
地
震
防
災
上
緊
急
に
整

備
す
べ
き
事
項
な
ど
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
現
時
点

で
の
骨
子
は
、

①
一
人
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き

り
老
人
、
身
体
障
害
者
な
ど

の
避
難
対
策

②
津
波
警
報
な
ど
に
伴
う
避
難

勧
告
の
方
法

③
「
地
域
ご
と
の
津
波
避
難
計

画
」
の
策
定

④
防
災
意
識
の
向
上
と
自
主
防

災
組
織
の
拡
大

⑤
消
防
防
災
施
設
・
設
備
の
充

実で
あ
る
。
今
後
、
関
係
機

関
・
団
体
と
協
議
し
て
進
め
て

い
く
。

台風15号による本町でのパイプハウスの被害（豊間根地区）
今年は台風の当たり年で、他県での被害はとても深刻な状況です。


